
指標 

Process

27A）最小値  65.24   25％値  82.04   中央値  93.77   75％値  96.23   最大値  100.00 

27B）最小値  25.30   25％値  60.54   中央値  71.19   75％値  84.55   最大値  99.28 

回答病院 27A） 70 27B） 63 

27A）中央値は93.16→93.77%と半数以上の施設が90%以上を維持していており、サマリー記載に対する組織的

取り組みの継続が示唆されます。一方で、8割をきる施設も22%程度存在しており、仕組みの構築が急がれます。

27B）中央値で71.19%と14日以内記載割合と大きな開きがあります。一方で7日以内記載割合と14日以内記載割

合にほぼ差がない施設も一定あり、7日以内記載という原則が浸透していると考えられます。臨床研修指定病

院においては、7日以内記載が強く求められることもあり、医師確保の観点からも取り組みを強化すべき点で

あると考えられます。 

退院サマリーは、医師の教育的な面と、医療機能として必須である面があります。退院時に入院経過につい

て十分振り返り（できれば文献的なことも含めて）考察することはもちろん必要ですが、退院後に救急受診す

る際の、院内外への重要な申し送りの側面もあるため、退院後速やかに記載することが求められます。 

医師補助業務の浸透はサマリー記載率を上げる有効な方法の一つであり、医師労働軽減のためのタスクシフ

ティングとして病院としての取り組み強化がより重視される分野です。 

教育的側面と、地域連携の質向上および医療の質向上という側面からのサマリーの性質を、医師が理解する

必要があります。 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 
A)退院後 2週間以内の退院サマリー完成数 

B)退院後 7日以内の退院サマリー完成数

分母 退院患者数 

収集 

期間 
１ヶ月毎  

調整 

方法 

退院後サマリー記載割合 

・一定期間にサマリーを作成することは、病院の質を表し、公開することで、改善を促進する。 

・病院機能評価機構及び臨床研修評価機構の評価項目。 

2020年から定義変更あり 

27

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 

・富山協立病院：他院と比べ7日以内の記載割合が低い。2週間以内の記載割合も90％未満であり、要改善。

  7日経っても記載されていない場合は、メールにて担当医に案内している。 

記載が進まない医師については、事務による代行作成を開始したが、医師による確認作業が行われず、

記載割合の改善につながっていない。 

・本間病院：2015～2017年に段階的に大きな改善が実現でき、さらに2020年以降は民医連平均を上回る水準

で推移している。 

医局秘書が進捗管理を行っているが、特定の医師の負担が増加していることを把握するなど、概ね記載

が進まない要因を特定するに至っている。 
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